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フレッツ・グループ構成例１：シングルセッション・端末型払い出し

共有
フォルダ

地域IP網

ユーザグループ

拠点A

１．ＷＡＮ側の設定
　「PPPoE/Unnumbered IP」
　　フレッツ・グループのユーザ名・パスワードを設定
　　「ＩＰアドレス」は「通常接続」を選択

２．DMZ機能にてＰＣ－Ａを公開
　Windowsのファイル共有を使用する場合は、ファイル共有
用のＰＣをDMZで指定する

※上記は、利用環境により異なります。

×

ローカルＩＰアドレス
●ＤＭＺ機能利用

ローカルＩＰアドレス

拠点Ｂ

○

共有フォルダ

ＰＣ－Ｄ
192.168.100.1

×○

【イメージ図】

PPPoE/
Unnumbered IP

ルータ
WAN側：192.168.200.1
------------------
LAN側：192.168.1.1

ＰＣ－Ａ
192.168.1.11

ＰＣ－Ｂ
192.168.1.12

ＰＣ－Ｃ
192.168.1.13

PC-D ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.200.1 を指定
PC-B、C ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.1.11 を指定



設定例１：シングルセッション・端末型払い出しの場合（PPPoE接続）

１．ＷＡＮ側の設定
　「PPPoE/Unnumbered IP」
　　フレッツ・グループのユーザ名・パスワードを設定
　　「ＩＰアドレス」は「通常接続」を選択

２．DMZ機能にてＰＣ－Ａを公開
　Windowsのファイル共有を使用する場合は、ファイル共有用のＰＣを
DMZで指定する

【WAN】設定画面 【Advanced】→【アドバンスドインターネット】設定画面

ファイル共有用のPCを選択する

グループ管理者から指定された
ユーザ名、パスワードを設定



フレッツ・グループ構成例２：シングルセッション・LAN型払い出し（その1）

共有
フォルダ

地域IP網

ユーザグループ

拠点A

１．ＷＡＮ側の設定
　　「PPPoE/Unnumbered IP」
　　　フレッツ・グループのユーザ名・パスワードを設定
　　　「ＩＰアドレス」：「Unnumbered IP」を選択
　　　　IPアドレス・サブネットマスク：グループ管理者より割
　　　り振られたIPアドレス、サブネットマスクを入力
　　　　タイプ：「Unnumbered IP」を選択

２．グローバルＩＰアドレスで公開するＰＣのネットワーク設定
　　PCのＩＰアドレス：グループ管理者から割り振られたＩＰア
　　ドレスを設定
　　PCのゲートウェイ：ルータのＩＰアドレスを設定

※上記は、利用環境により異なります。

グローバルＩＰアドレス

【イメージ図】

○ ○

PPPoE/
Unnumbered IP

共有
フォルダ

共有
フォルダ

ルータ
192.168.200.1

ＰＣ－Ｄ
192.168.100.1

ＰＣ－Ａ
192.168.200.2

ＰＣ－Ｂ
192.168.200.3

PC-D ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.200.2 を指定
PC-D ⇒ PC-B（共有フォルダ）：192.168.200.3 を指定
PC-B ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.200.2 を指定



設定例２：シングルセッション・LAN型払い出しの場合（Unnumbered IP)

１．ＷＡＮ側の設定
　　「PPPoE/Unnumbered IP」
　　　フレッツ・グループのユーザ名・パスワードを設定
　　　「ＩＰアドレス」：「Unnumbered IP」を選択
　　　　IPアドレス・サブネットマスク：グループ管理者より割り振られたIP
　　　アドレス、サブネットマスクを入力
　　　　タイプ：「Unnumbered IP」を選択

２．グローバルＩＰアドレスで公開するＰＣのネットワーク設定
　　PCのＩＰアドレス：グループ管理者から割り振られたＩＰアドレスを
　設定
　　PCのゲートウェイ：ルータのＩＰアドレスを設定

＜PC-Aのネットワーク設定＞　※画面はOSによって異なります。

「コントロールパネル」の
「ネットワーク」において、
使用するイーサネットのTCP/IPの
プロパティにて設定

【WAN】設定画面

グループ管理者から指定された
ユーザ名、パスワードを設定

※ＤＮＳサーバを使用する場合は、「ＤＮＳ設定」も必要です。



構成例３：シングルセッション・LAN型払い出し（その２）

共有
フォルダ

地域IP網

ユーザグループ

拠点A

１．ＷＡＮ側の設定
　　「PPPoE/Unnumbered IP」
　　　フレッツ・グループのユーザ名・パスワードを設定
　　　「ＩＰアドレス」：「Unnumbered IP」を選択
　　　　IPアドレス・サブネットマスク：グループ管理者より割り
　　　振られたIPアドレス、サブネットマスクを入力
　　　　タイプ：「Unnumbered IP＋ Private」を選択

２．グローバルＩＰアドレスで公開するＰＣのネットワーク設定
　　PCのＩＰアドレス：グループ管理者から割り振られたＩＰアド
　レスを設定
　　PCのゲートウェイ：ルータのＩＰアドレスを設定

３．DMZ機能にてＰＣ－Ｂを公開
　Windowsのファイル共有を使用する場合は、ファイル共有
用のＰＣをDMZで指定する

※上記は、利用環境により異なります。

○

グローバルＩＰアドレス

拠点Ｂ

○

【イメージ図】
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ローカルＩＰアドレス

●ＤＭＺ機能利用

○ ×

ＰＣ－Ｄ
192.168.100.1

ルータ
WAN側：192.168.200.1
------------------
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ＰＣ－Ａ
192.168.200.2
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192.168.1.12 ＰＣ－Ｃ

192.168.1.13

PC-D ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.200.2 を指定
PC-D ⇒ PC-B（共有フォルダ）：192.168.200.1 を指定
PC-B、C ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.200.2 を指定
PC-Ａ、PC-C ⇒ PC-B（共有フォルダ）：192.168.1.12 を指定



設定例３：シングルセッション・LAN型払い出しの場合（Unnumbered IP＋Private）

１．ＷＡＮ側の設定
　　「PPPoE/Unnumbered IP」
　　　フレッツ・グループのユーザ名・パスワードを設定
　　　ＩＰアドレス：「Unnumbered IP」を選択
　　　　IPアドレス・サブネットマスク：フレッツ・グループより割り振られるＩＰアドレス、サブネットマスクを入力
　　　　タイプ　　　　　　　　　　　　　　：「Unnumbered IP ＋ Private」を選択

【WAN】設定画面
２．グローバルＩＰアドレスで公開するＰＣのネットワーク設定
　　PCのＩＰアドレス：グループ管理者から割り振られたＩＰアドレスを設定
　　PCのゲートウェイ：ルータのＩＰアドレスを設定

※Unnumbered IP設定の場合と同様

３．DMZ機能にてＰＣ－Ｂを公開
　Windowsのファイル共有を使用する場合は、ファイル共有用のＰＣを
ＤＭＺで指定する

【Advanced】→【アドバンスドインターネット】設定画面

グループ管理者から指定された
ユーザ名、パスワードを設定

ファイル共有用のPCを選択する



構成例４：マルチセッション・端末型払い出し

地域IP網

ユーザグループ

拠点A

ＩＳＰ

〇

拠点Ｂ

１．ＷＡＮ側の設定
　「マルチPPPoE」
　　セッション１：プロバイダ
　　セッション２：フレッツ・グループ（端末型払い出し）

２．セッション２のルール設定
　　ＩＰアドレス：フレッツ・グループで接続する相手先のア
　ドレスをすべて設定
　　「NetBios有効」：チェックいれる

３．DMZ機能にてＰＣ－Ａを公開
　セッション２において、Windowsのファイル共有を使用す
る場合は、ファイル共有用のＰＣをDMZで指定する

※上記は、利用環境により異なります。

〇

【イメージ図】

×〇

共有フォルダ

ＰＣ－Ｄ
192.168.100.1

セッション１
セッション２

×× × ○

ルータ
WAN側：
（セッション1） ISPより付与
（セッション２） 192.168.200.1
---------------------
LAN側：192.168.1.1

共有
フォルダ

ローカルＩＰアドレス（ＮＡＴ配下）
●ＤＭＺ機能利用

ＰＣ－Ａ
192.168.1.11

ローカルＩＰアドレス（ＮＡＴ配下）

ＰＣ－Ｂ
192.168.1.12

ＰＣ－Ｃ
192.168.1.13

PC-D ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.200.1 を指定
PC-Ａ ⇒ PC-Ｄ（共有フォルダ）：192.168.100.1 を指定
PC-B、C ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.1.11 を指定



設定例４：マルチセッション・端末型払い出しの場合（マルチPPPoE）

１．ＷＡＮ側の設定
　「マルチPPPoE」

２．セッション２のルール設定
　　ＩＰアドレス：フレッツ・グループで接続する相手先のアドレス
　　「NetBios有効」：チェックいれる

【WAN】設定画面

＜セッション２：フレッツ・グループの設定＞

グループ管理者から指定された
ユーザ名、パスワードを設定

チェックをいれる

＜セッション１：プロバイダの設定＞

フレッツ・グループで接続する相手先のアドレス
（192.168.100.1）を登録する
※ 複数ある場合はすべて登録する

ISPから指定されたユーザ名、パスワードを設定

（次ページにつづく）



設定例４：マルチセッション・端末型払い出しの場合（マルチPPPoE）

（前ページよりつづく）

３．DMZ機能にてＰＣ－Ａを公開
　Windowsのファイル共有を使用する場合は、ファイル共有用のＰＣを
DMZで指定する

ファイル共有用のPCを選択する

フレッツ・グループの設定を行った
アカウントを選択



構成例５：マルチセッション・LAN型払い出し

地域IP網

ユーザグループ

拠点A

ＩＳＰ

拠点Ｂ

１．ＷＡＮ側の設定
　「マルチＰＰＰｏＥ」
　　セッション１：プロバイダ
　　セッション２：フレッツ・グループ（LAN型払い出し）
　　　　「LAN TYPE」：チェックいれる
　　　　　　IPアドレス・サブネットマスク：
　　　　　　　グループ管理者から割り当てられたIPアドレス、
　　　　　　　サブネットマスクを登録

２．セッション２のルール設定
　　ＩＰアドレス：フレッツ・グループで接続する相手先のアドレ
　スをすべて設定
　　「NetBios有効」：チェックいれる

３．グローバルＩＰアドレスで公開するＰＣのネットワーク設定
　　PCのＩＰアドレス：グループ管理者から割り振られたＩＰアド
　レスを設定
　　PCのゲートウェイ：ルータのＩＰアドレスを設定
　　PCのDNS：ルータのIPアドレスを設定

　　※ グローバルＩＰアドレスを付与したＰＣでＤＮＳ設定して
　　　おくことで、Ｗｅｂやメール等、セッション１（ＩＳＰ）への接
　　　続が可能となります。

※上記は、利用環境により異なります。

〇

【イメージ図】
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セッション１
セッション２

× ○

ルータ
WAN側：
（セッション1） ISPより付与
（セッション２） 192.168.200.1
---------------------
LAN側：192.168.1.1

共有
フォルダ

グローバルＩＰアドレス

共有
フォルダ

ＰＣ－Ａ
192.168.200.2

ＰＣ－Ｂ
192.168.200.3

ＰＣ－Ｃ
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ローカルＩＰアドレス
（ＮＡＴ配下）

共有
フォルダ

○

×× ×

PC-D ⇒ PC-A（共有フォルダ）：192.168.200.2 を指定
PC-D ⇒ PC-B（共有フォルダ）：192.168.200.3 を指定
PC-Ａ、B ⇒ PC-Ｄ（共有フォルダ）：192.168.100.1 を指定



設定例５：マルチセッション・LAN型払い出しの場合（マルチPPPoE＋LAN TYPE）

１．ＷＡＮ側の設定
　「マルチＰＰＰｏＥ」

２．セッション２のルール設定
　　ＩＰアドレス：フレッツ ・グループで接続する相手先のアドレス
　　「NetBios有効」：チェックいれる

※セッション１の設定は、マルチセッション・端末型払い出しの場合と
　　同様
※セッション２の設定を右図のとおり行う。
　　「LAN TYPE」：チェックいれる
　　　IPアドレス・サブネットマスク：グループ管理者から割り当てられ
　　たIPアドレス、サブネットマスクを登録

＜セッション２：フレッツ・グループの設定＞

チェックをいれる

フレッツ・グループで接続する相手側の
アドレス（192.168.100.1）を登録する
※ 複数ある場合はすべて登録する

グループ管理者から指定された
ユーザ名、パスワードを設定

グループ管理者から
割り当てられたＩＰ
アドレス、サブネット
マスクを設定

３．グローバルＩＰアドレスで公開するＰＣのネットワーク設定
　　PCのＩＰアドレス：グループ管理者から割振らたＩＰアドレスを設定
　　PCのゲートウェイ：ルータのＩＰアドレスを設定
　　PCのDNS：ルータのIPアドレスを設定

※Unnumbered IP設定に加えて、以下のDNS設定を行う


